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『言語・文学研究論集』第25号　執筆要綱

次にあげる執筆要綱は一応の目安で、必ずしもこれに従う必要はありません。 それぞれの専門分野の慣例に従って、適宜、体裁を整えてください。ただし、「5. 注意事項」にあげた点には、ご留意ください。

1.　構成

邦文論文・欧文論文ともに、次のような構成とする。

１. 表紙（論文タイトル・所属・氏名を明記すること）
２. 本文

３. 注 
４. 引証文献
別紙. 要旨

2. 作品名, 雑誌・新聞名について

和書の場合：1. 単行本、全集、雑誌、紀要の題名あるいは誌名等は原則として『　』をつける。
2. 全集・著作集中の1冊、詩篇集中の１編の作品、雑誌・紀要等の論文は原則として「　」をつける。

　洋書の場合：1. 前記和書の１に相当するものは斜体にする。
　　　　　　　2. 前記和書の２に相当するものには、フランス語の場合 «  »を、英語の場合 “　 ”をつける。

3. 本文および注における出典の示し方
単行本

　和書：1.著者名　2.書名　3.（訳書の場合）訳者名　4.（　）をつけて出版社・刊行年
5.引用箇所のページ数

　　　(例)　フィリップ・アリエス『歴史の時間』杉山光信訳（みすず出版, 1933年）46頁.

      洋書：1.著者名　2.書名　3.出版地　4.出版社　5．刊行年　6.引用箇所のページ数

　 　 (例)  Paul IMBS, L’Emploi des temps verbaux en français moderne, Paris, Klincksieck, 1960, p.119.

      (例)  Mark Twain, Adventures of Huckleberry Finn, (Berkley: U of California P, 1996) 4.

全集・著作集中の作品, 詩集中の一編の詩

　和書：1.著者名　2.作品名　3.全集・著作集・詩集題名　4.（訳書の場合）訳者名

　　　　5.（　）をつけて出版社・刊行年　6.引用箇所の巻数・ページ数

　(例)　河盛好蔵「ヴェルレーヌ探訪」『河盛好蔵随想選』（新潮社, 1991年）第2巻46頁.

　洋書：1.著者名　2.作品名　3.全集・著作集・詩集題名　4.出版地　5.出版社

　　　　6.刊行年　7.引用箇所の巻数・ページ数　

　(例)　Gérard de Nerval, Petits Châteaux de Bohème, Œuvres de Gérard de Nerval, Paris, Gallimard, 1974, t.1, p.68.

    (例)　Mark Twain, “Letters from the Earth” in The Bible According to Mark Twain,

 ed. Howard G. Baetzhold and Joseph B. MaCullough, (New York: Simon & Schuster, 1996) 221.

　
雑誌・紀要中の論文

　和書：1.著者名　2.論文題名　3.（翻訳の場合）訳者名　4.雑誌・紀要名　5.巻数・号数

　　　　6.出版社名・刊行年数　7.引用箇所のページ数　〔3, 4, 5, 6には（　）をつける〕

  (例)　フランソワーズ・ブロック＝坂井「プルーストの二枚舌」（権寧訳, 『文学』第54巻　第11号, 岩波書店1986年11月）35頁.

　洋書：1.著者名　2.論文題名　3.雑誌・紀要名　4.巻数　5.出版地　6.出版社　7.刊行年数
8.引用箇所のページ数

  (例)　Claude BREMOND, « Concept et thème », in Poétique, n° 64, Paris, Seuil, 
novembre 1985, p.417.
      (例)  Dawn Henwood, “Mary Rowlandson and the Psalms: The Textuality of

 Survival.” Early American Literature 32 (1997): 169-186. 

出典の略記

1. 　既出の文献を再び引用あるいは参照する場合、誤解を生じない範囲で次のように略記する。

(例)  和書：佐々木, 前掲書, p.40.

　洋書：Baudelaire, op.cit., p.45.
2. 　同一の著者の複数の作品が繰り返し言及される場合は、該当書をはっきりさせるために題名の一部を示す。

(例)　和書：佐々木『笑い』p.100.

  洋書：Baudelaire, Le Paradis, p.210.

3.　 同一の文献の引用あるいは参照を続けて反復する場合は、次のようにする。

(例)　和書：同上書, p.22.

      洋書：ibid., p.130.

4.　引証文献

　1.　引証文献の表記方法は、著者名は必ず姓名にし、あいうえお順もしくはアルファベット順にする。

5.　注意事項

　1.　日本語の半角文字、特殊記号、特殊文字、またワープロ機種およびワープロソフトに依存した文字や機能は使用しない（テキスト形式に変換するため）。

2.　«  »　は欧文記号（ギュメ）を使用する。
3.　特殊文字（古英語や中英語など）を使用した際には、原稿に朱を入れる。
4.　制作に多額の費用を要する図版や特殊文字は最小限に留める。
5.　欧文論文（英語・フランス語）を執筆する場合は、各言語・分野における論文書式の標準的なスタイルマニュアルに従う。
例：英語論文→The MLA Handbook for Writer of Research Papers ; 『MLA新英語論文の手引き書』（北星堂）など。

6.  論文を母語以外の言語で執筆した場合は、必ず執筆言語のネイティブ・チェックを受けた上で論文を提出する。

※本誌に掲載された著作物の著作権は著者に帰属するものとします。当該著作物は、「クリエイティブ・コモンズ 表示-非営利-改変禁止4.0国際(CC BY-NC-ND 4.0)ライセンス」及びその後継版のもと、白百合女子大学学術機関リポジトリで公開される予定です。なお、執筆者がその他のクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの選択を希望する場合は、原稿採用後に、その旨を「学術リポジトリ「内容記述」記載データシート」に記載してください。執筆者が当該許諾に同意しない場合も、その旨を「学術リポジトリ「内容記述」記載データシート」に記載してください。その意思表明のない場合は、同意したものと見なします。
